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年月日 職名・役職等 従事年数 従事日数 耕作農地面積（㎡） 作付け作物

S52年5月1日～
　　　H31年3月31日

県農林水産部勤務

H31年4月10日～
　　令和4年3月31日

民間コンサルタント技術顧
問

H18年10月～
農事組合法人あげお
アグリサービス 代表

H21年4月～ 平方西部環境保全会 代表

H21年5月～ 平方土地改良区 理事長

H22年4月3日～ 上尾市農業委員

H31年4月3日～
上尾市農業委員会
会長

　私は、大学卒業後農業関係の団体に勤務しながら、両親ととも
に農業に従事し、主に水稲、小麦を１５０アールの農地で作付け
を行ってきました。両親が亡くなったのちは、水稲を中心に作付
けを行っています。
　平成１８年より国の農業政策の変更により、小麦生産者のため
の農事組合法人を設立し、代表理事に就任しました。そののち
水稲を中心とした法人に移行して、生産者のまとめ役をしていま
す。さらに、平成１９年度に導入された農地・水・環境保全活動の
団体として平方西部環境保全会を設立し、農地の保全活動なら
びに施設の長寿命化のための活動を行っています。その他にも
平方土地改良区の理事長として、農業委員として地域の農業の
発展に尽力してきました。
　平成２９年度に、上尾市内で初めての農地中間管理事業を平
方土地改良区で実施をし、認定農業者である私も中心的担い手
として事業に参加し、水稲を2.3ha作付けしています。
　また、平成３１年４月から農業委員会の会長職に就かせていた
だき、上尾市の農業発展のために尽力させて頂いております。こ
れからも引き続き、農業委員として農地利用最適化の推進のた
め、農地の集積と耕作放棄地の解消に努めたいと考えています
ので、私を任命をしていただきたいと思います。

農地利用最適
化推進委員へ
の申込の有無

無300 5,000 水稲 有

認定農業者
の有無

応募の理由
農業経営の状況

- - - 無 無

　私は、昭和５２年に国立大学の農学部を卒業して同年に他県
農林水産部に採用されました。農業部門を中心に４３年間、農業
技師として本庁及び出先機関に勤務し、常に農業の最先端現場
で活動してきました。　現在の農業は次世代の担い手を確保す
るのが大きな問題で、そのために担い手への農地集積を促進す
るのが喫緊の課題です。農地法に関係する農業委員会の果た
す役割は益々重要性が増してきていると思います。私も県の職
員として農地集積計画を市町村職員と幾度も作成してきました。
その重要性と難しさを理解しているつもりです。
　在職中に二度の海外派遣研修の機会に恵まれました。１回目
は、平成９年、県の自主企画研修制度を利用して、海外のグ
リーンツーリズムを体験しました。具体的には単独、英国での農
家民泊を体験し、体験レポートをまとめて公表し農業農村の多
面的機能性の重要性を訴えました。　２回目は、平成１１年、隣
国の台湾でのマンゴー等の果樹栽培技術研修で地域特性に応
じた栽培技術の重要性を学びました。
　平成２４年に国家資格の農業部門技術士の資格を取得しまし
た。取得した技術士の資格を生かして技術研修会の講師を務め
たり、技術発表会審査員として県及び市町村の農業技術職員の
資質向上に努めてきました。
　上尾市は田園都市から工業都市、、そして住宅都市へと変化
を遂げながら埼玉県の中核都市として発展してきました。その都
市化の過程で農業者や農地の減少は見られたものの、まだ８０
０ｈａもの農地が農業振興地域だけでなく市街化区域にも存在し
ています。残された貴重な農地を如何に有効に使うのか知恵を
絞る必要があると思います。都市と農村・農業との共存の方策を
農村住民だけでなく都市住民も含めて模索する時代にきている
と思います。
　私は、これまでの経験を生かして農業者以外の中立委員とし
て応募します。

氏名 職業
年齢
（歳）

性別
経歴

今川　修一 農業 72 男

川辺　貢
派遣
職員

71 男 -

50



年月日 職名・役職等 従事年数 従事日数 耕作農地面積（㎡） 作付け作物

H22年12月7日～
　　　R4年12月2日

上尾市民生委員

H30年4月30日～
　　　R6年5月1日

上尾市登録統計調査員

～H28年3月31日 JAあだち野支部長

H28年4月1日～ JAさいたま支部長

H31年4月3日～ 上尾市農業委員

横田　増彦 農業 78 男 50

農業経営の状況

3,932 露地野菜 無 無

　私は、会社を退職後、露地野菜を中心に農業に従事しており、
あだち野農業協同組合時代から継続して原市支店の支部長を
務めさせていただいております。
　昨今の農業を取り巻く環境は厳しい状況でありますが、引き続
き地域農業の発展のため、過去６年間の経験をもとに農業委員
としての任務に尽力していきたいと考えております。

200 6,992
露地野菜
果樹

無 無

認定農業者
の有無

農地利用最適
化推進委員へ
の申込の有無

応募の理由氏名 職業
年齢
（歳）

性別
経歴

・自分の家も農業なので、上尾市の他の農業者の活躍を見学し
てみたい。（参考にもする）
・自分の家の畑を市民農園等にも考えている。
・自分の家には無人直売店を設置してある。
これからの上尾市の農業についても考えてみたい。（勉強もして
みたい。）

農業 75 男 16 300



年月日 職名・役職等 従事年数 従事日数 耕作農地面積（㎡） 作付け作物

S49年4月1日～
　　　H23年3月31日

上尾市役所勤務

H23年4月1日～
　　　H26年3月31日

公益財団法人上尾市地域振
興公社 非常勤嘱託職員

H26年4月1日～ 人権擁護委員

H27年4月1日～
　　　H28年3月31日

上尾市非常勤嘱託職員

R4年4月3日～
上尾市農地利用最適化推進
委員

上尾4Hクラブ 会長

H28年4月3日～
　　   H31年4月2日

上尾市農地利用最適化推進
委員

H31年4月3日～ 上尾市農業委員

R1年7月10日～
　　    R3年7月9日

上尾市地域創生総合戦略審
議会委員

　私の実家は秩父市で農林業、酪農を営んでいました。子どもの
頃から汗塗れになって働く親の姿を見て育ちました。
その後、就職により上尾市役所に勤務し、定年退職後、平成２６
年より人権擁護委員として活動し、令和４年４月より農業委員と
して活動しています。
　農家で育ったため。農業の大変さを観てきました。現在、農家
が抱えている高齢化と後継者不足などは深刻な問題だと思いま
す。そのためにも、就農者の促進等、今後の農業の維持発展の
ための取り組みが必要と感じています。
　また、行政経験を活かし、農地行政に微力ながらお役に立て
ればと考え応募しましたので、宜しくお願い致します。

- - - 無 無千葉　ふみ子 無職 73 女 -

360 59,174
水稲

露地野菜
果樹

有

　私は幼い頃より農業経営に勤しむ両親の後ろ姿を見て育ち、２
０代で就農し、父の右腕として働いています。平成２８年からは
農地利用最適化推進委員として、また平成３１年からは農業委
員として活動し、上平地区の農地利用の最適化に推進するとと
もに自身２ha以上の農地を借り受け新鮮野菜を生産していま
す。
　農業経営の状況は、栽培した米や野菜を自宅の直売所で販売
するとともに、近隣スーパーの地場野菜コーナーへも出荷してい
ます。また観光農園を開園しており、さつまいも堀り体験、上尾
市特産のキウイフルーツ収穫体験ができる味覚狩り農園として、
県外各地からいらっしゃる家族連れや観光バス等の団体様に毎
年喜ばれています。
　また、近隣の幼稚園、保育所の方々２０園程がさつまいも堀り
に来園しています。近隣の上平小は４０年前から５年生がお米
栽培、田植えから鎌で収穫までし、学校給食で提供したり、
ファームではさつまいも・夏野菜などの指導もさせていただき食
育になればと考えております。
農業経営以外でも、上尾市４Hクラブ会長、上尾市消防の副団
長、小・中学校のPTA会長を経験させていただきました。
今後も農業に関する経験を活かし、引き続き農業委員として最
適化の推進のため、農地の集積と耕作放棄地の解消に尽力し
たいと考えていますので、任命をしていただきたいと思います。

無平野　修一 農業 49 男 32

氏名 職業
年齢
（歳）

性別
経歴 農業経営の状況 認定農業者

の有無

農地利用最適
化推進委員へ
の申込の有無

応募の理由



年月日 職名・役職等 従事年数 従事日数 耕作農地面積（㎡） 作付け作物

H31年4月3日～
上尾市農地利用最適化推進
委員

R2年6月～
JAさいたま　上尾地区代表
理事

　農地利用最適化推進委員を２期務めてきた中で、新規就農希
望者を２名育成することが出来ました。
　今後は農地の有効利用をさらに進めるため、現在進められて
いる地域計画の策定に深く携わり、新たな農業経営、適正な農
地管理の方法を模索し、地域内の農地の有効利用と耕作放棄
農地の解消を推進するために農業委員に応募いたします。

無市村　英一 農業 71 男 41 250 21,893
水稲

露地野菜
果樹

無

農業経営の状況 認定農業者
の有無

農地利用最適
化推進委員へ
の申込の有無

応募の理由氏名 職業
年齢
（歳）

性別
経歴


